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市
民
防
犯
編

警
察
に
よ
る
防
犯
が
「直
接
的
防
醤

だ
と
し
た
ら
、
市
民
防
犯
は
「間
接
的

防
犯
ど
と
い
え
る
も
の
で
す
。

犯
罪
や
非
行
と
直
接
対
峙
す
る
も
の

で
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち
や
地
域
の
皆

さ
ん
ヘ
ロ
を
向
け
、
見
守
り
や
健
全
な

声
か
け
を
行
う
こ
と
で
、
犯
罪
が
起
き

に
く
く
、
助
け
合
い
の
輪
が
広
が
る
環

境
づ
く
り
を
目
指
す
活
動
で
す
。

市民随尋Bが日指すこと

aB界が起きにくn環境づくり

3mけ台nO雪囲気づくり

247万人
うさぎママのパトロール教室

(文責:武田信彦)

―
usaglmama com

H15末 H18末 H22末   H27末   R2末

「全国の防犯ボランティア団体数の推移」
※平均して月 1回以上の漱 5人以上の団体

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る
た
め
に
は
、
①
子
ど
も
の

力
＝
自
分
を
守
る
た
め
の
予
防
や
対
処
な
ど
の
力
。②
大

人
の
力
＝
保
護
者
な
ど
身
近
な
大
人
が
子
ど
も
を
守
り
、

子
ど
も
が
も
つ
身
を
守
る
力
を
引
き
出
す
力
。
③
地
域
の

力
＝
子
ど
も
や
保
護
者
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
範
囲
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
力
。
こ
れ
ら
の
力
が
重
な
り
合
う
よ
う
に

連
携
す
る
こ
と
で
、
安
全
の
力
が
強
く
な
り
ま
す
。

PTA・ 保護者、

子 どものちから

大人のちから

1保護者)

地域のちから

・忠］＞）

犯ボランティアなど
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ポイント!

防
犯
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
は
じ
め
、
見
守
り
、

各
種
啓
発
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
ス
タ
イ

ル
が
あ
り
ま
す
。
最
近
で
は
、
「な
が
ら
見
守
り
」
と

呼
ば
れ
る
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
活
動

も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
合
わ
せ
た
柔
軟
な
ア
イ
デ

ィ
ア
で
、
安
全
・安
心
両
面
が
元
気
に
な
る
た
め
の

方
法
や
ス
タ
イ
ル
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

犯
罪
が
起
き
に
く
い
環
境
づ
く
リ

一
人
ひ
と
り
の
防
犯
意
識
を
高
め
る

関
係
機
関
や
地
域
の
連
携

ｏ
協
働
が
活
性
化
す
る
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地
域
住
民
や
子
ど
も
た
ち
の
安
心
感
が
育
ま
れ
る

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
に
は
、
防
犯
を
超
え
た
効

果
も
期
待
で
き
ま
す
。
そ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
の
心
を
育

む
効
果
で
す
。
日
々
の
見
守
り
を
と
お
し
て
、
あ
い
さ
つ

や
健
全
な
声
か
け
を
行
う
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
大
き
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
り
ま
す
。

あ
い
さ
つ
の
返
事
が
な
い
、
声
が
か
け
に
く
い
…
な
ど

見
守
り
が
し
に
く
い
環
境
も
増
え
て
い
ま
す
が
、
そ
ん
な

時
こ
そ
、
元
気
に
あ
い
さ
つ
や
声
か
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

「地
域
教
ご

と
も
い
え
る
貴
重
な
力
だ
か
ら
で
す
。
。

講師紹介

武田 信彦 (ヨッシー〕
うさぎママのパトロール教室主宰
安全インストラクター

1997年、大学時代に国際的な犯罪防止NPOの活動に参加。

2006年より、安全インストラクターとして講師活動を行う。

肺 民防犯」を提唱し、全国で講演、ワークショップなど多数実施c

パイオニアとしてメディアやコラムでも発信中。

著書・監修

「もしもテロにあつたら、自分で自分の命を守る

民間防衛マニユアル」 ウェッジ

「SELF DEFENSE『逃げるが勝ち』が身を守る」 講談社

「ガールズ☆護身術」 スタジオタッククリエイティブ

「親子で読もう!子どもの安全ブック」 スタジオタッククリエイティブ

「子どもの安全・安心ハンドブツク」 ベネッセこども基金

(ざミ〔:【ム
χ だ

G
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防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
践
編

防犯ボランティアを行う際は、自治体や警察と連携・協働し、地域の状況に

合わせた活動を行うことが重要で丸 また、学校、児童館、PTAなどとも情報
交換を行い、人々の関心事や不安に感じることなどをリサーチしましょう。

,

いま、学生防犯ボランティアも各地で活躍していま丸 世代を超えた交流は、
活動そのものを活性化するきつかけとなります。

うさぎママのパトロール教室
(文責:武田信彦)

w― usaglmama com

お
た
が
い
の

安
全
も
し
っ
か
り

確
認
し
よ
う
‥

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
「犯
罪
が
起
き
に
く
い
環
境
づ
く
り
」

と
扇

け
合
い
」
を
実
践
す
る
も
の
で
す
。と
く
に
、
カ
ラ
フ
ル

な
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
や
腕
章
を
着
用
し
て
姿
を
見
せ
る
こ
と
で
、

犯
罪
が
し
に
く
い
効
果
（自
然
監
視
）
と
と
も
に
、
困
つ
て
い
る

人
が
助
け
を
も
と
め
や
す
く
な
る
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

大
切
な
こ
と
は
、
笑
顔
と
元
気
な
あ
い
さ
つ
で
す
。

優
ｔ
い
強
さ
で
、
地
域
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

ポイント !
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目
を
向
け
ま
し
ょ
う

¬

|ヽ



き
さ
っ
け
≧
′

か一４〓〕‘も、

見守りの際には注意すべきこともありま丸

①適度な距離感を保つ=過度な接触は、誤解や

トラブルにつながります。②飲食物をあげない=
飴やドリンクもあげない。健康面への配慮と飲食

物を用いた犯罪を防ぐため。③自ら敷地や車に招

き入れない=保護者の許可なく連れていく行為

は犯罪のリスクを伴いま丸 緊急時に保護する場

合は除きま丸

あいさつ・健全な声かけで見守りを行いましょう!

静
や｀

心配な子どもと出会ったら…

一
、
離
理
を
し
な
り
よ
う
に

一
、
活
動
の
種
類
を
ひ
３
ビ
よ
う

一
、
活
動
を
発
信
じ
よ
う

一
、
世
代
を
ま
ぜ
よ
う

一
、
楽
じ
ｎ
雪
日
気
を
つ
く
る
０

防
犯
活
動
は
、
継
続
す
る
こ
と
で
そ
の
効
果
も
大

き
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
く
れ
ぐ
れ

も
無
理
は
禁
物
で
す
。
誰
か
ひ
と
り
だ
け
に
負
担
が
か

か
ら
な
い
よ
う
に
役
割
分
担
を
す
る
、
活
動
頻
度
は
少

な
く
な
っ
て
も
出
来
る
範
囲
で
続
け
て
み
る
、
パ
ト
ロ

ー
ル
や
見
守
り
の
方
法
を
変
え
る
、
地
域
住
民
や
子

ど
も
た
ち
に
安
全
の
大
切
さ
を
伝
え
る
よ
う
な
啓
発

活
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
る
…
。

み
な
さ
ま
が
育
ん
で
き
た
安
全
と
安
心
の
輪
が
消

え
る
こ
と
が
な
い
よ
う
継
続
で
き
る
方
法
を
考
え
て

み
ま
し
よ
う
。

通報・連絡

事件や事故を目撃したときはすぐに通報 !

気になることがあれば各機関に連絡しましょう。

警察通報用電話  :   110番
警察相談ダイヤル :   #9110番
虐待0子育ての悩み :   189番 (児童相談所)

詐欺・悪買商法など :   188番 (消費者ホットライン)

※警察署や自治体の窓回の連絡先も調べておきましょう。



① ひとりにならない
ツシ

生′′

たし1せ つ   じぶん  ここち  ヽ 今だ

大切転 自分 釧 ぜわ身体 t
まt

しっわ口1守 llま しょう

ｔ
′

うさぎママのパトロール教室
(文責:武田信彦)

―
usagimarna com
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子
ど
も
た
ち
の
あ
ん
ぜ
ん
編

子どもたちのコミュニケーション能力を育むためにも、地域のみなさまとのあいさつなど
はとても大切な練習の機会です。また、安全確保のためには、登下校時なよ保護者やPTA、

地域のみなさまの見守りの中で、「ひとりにならない」環境づくりが欠かせません。子どもたち
と一緒にどうしたらひとりにならないかを考えてみましよう。

② ひとりになるとき

どんなとき?

子どもの行動範囲が広が
ると、どうしても「ひとりにな
る」瞬間が生まれます。それ
は、最も気をつけなければ
いけない時でもありま丸 場
所や時間にとらわれずJひ
とりになる」瞬間はどんなと
きでしょうか。

③ まわりをよくみる、よくきく
tし 、ひ ヒ 11にな った ら、

まち ll tよ くみて、よく

きじ1て歩きましぉう。

6今 oまち llに どん転 人

(車 、パイク、6転車…)

が しヽ3oか 、しっ方い,穂

認 して歩きます。

まわりに意識を向けることは、危険を寄
せ付けま 万が一のとき対処を早めるため
の「予防力」で丸 とくに、自宅周辺など慣れ
ている場所は、心や身体に隙 (すき)が生ま
れやすくなるので注意が必要です。「だるま
さんがころんだ」なa簡単なフレーズで習
慣にするとよいでしよう。

e

ポイン ト !

ポイント !

ポイント !

3ん
パ:ク



⑤ できません ! ④さわられない、つかまれない

ポ
イ
ン
ト
！

あいさつをするこ
とはとても大切なこ
とです。でも、相手が
どんな人でも、手が
届かない距離を
とりましょう。

多
い
Ｌ
ち
修

ごと、誘われ
たら、しつかリ

断ります。「でき
ません !」 の一言
で断る気持ちは伝
わります。

ポイント !

C)にげる

慣l:たろ
蓼で

…Ⅲ■
グ丁シ3・

「にげる」は、自分で
決めてよいことで丸
「コワい」「イヤだ」と感
じたら、助けてくれる人
がいるところまでダッ
シユで走り切りま丸

日ごろの買い物や散
歩のなかで、助けてく
れる人がどこにいるの
か確認しましょう。

ポイント !詭けて
くれるト
_´ ち蓼

`

:い

⑦たすけてをつたえる

危険からは「にげる」
が一番です。そのとき、
まわりに人がいるよう
であれば声と身体をつ
かって「たすけて」を伝
えましょう。声と身体を
使つて伝えると効果的
です。また、不安なこと
などを周りの大人たち
に伝えられる環境づく
りも欠かせません。

●

●

た
す
け
て
‥

ザ
防犯ブザー |ま

費薯写子
譲耳麿機埜ゞ遷ヽ

身麿:露 ?辱澪もえ扇継

Lr

記 tし ましよう。 ポイント !
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